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未来に残そう  みんなのお城未来に残そう  みんなのお城
彦根城は、知れば知るほど、オモシロイ。
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彦根城を世界遺産に彦根城を世界遺産に

お城で行われた昔のスポーツの意味

▲ハクチョウ隊長
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　世界禁煙デー
に合わせて彦根
城 の 天 守 が
( イエローグリー
ン ) に ラ イ ト
アップされます
(5 月 31 日 ～ 6
月 2 日 ) が、 実
は年間を通じて
様々な色でライ
トアップされて

おり、4 月の世界自閉症啓発デーは ( ブルー ) に、
9 月の世界アルツハイマーデーと 11 月のオレン
ジリボン・児童虐待防止推進キャンペーンは ( オ
レンジ )、乳がんの早期発見・検診・治療の啓発を
推進する ( ピンク ) や女性に対する暴力をなくす
運動の ( パープル ) など、色とりどりの天守を眺
めることができます。
　このように現在ではすっかり定着した天守のラ
イトアップですが、最初にカラーライトアップを
提案したのは他ならぬ私で、17 年前の築城 400
年祭のプレイベントとして「井伊の赤備え」「赤鬼」

にちなみ赤くライトアップしてもらいました 。
が、一部の市民から批判が相次ぎ、「彦根城炎上？」
とヤフーのトップニュースにまでなり、文字通り
炎上する事態に。何事もそうですが、最初に新し
いことをすると必ず批判や反発があるということ
を身に染みて感じた次第です。ともあれ、それが
突破口となって今では既述のように様々な色のラ
イトアップや鮮やかなプロジェクションマッピン
グまで行われており、感慨深いものがあります。
　新しく何かを創

つく
ったり挑戦したりすることに比

べて、ただ批判することは簡単です。特に行政が
痛みを伴う改革をしようとすると、ここぞとばか
りに批判記事を書く新聞もあります。しかし我々
は一部の団体や地域のためではなく、11 万市民
にとってプラスかマイナスかを、持続可能性とい
う時間軸も考えながら判断しています。もちろん
反対のための反対や浅い取材の記事ではなく、代
替案の提示等の建設的なご意見には真摯に耳を傾
け、少しでも多くの皆様に幸せになっていただく
よう尽力しております。この城下町彦根が次の
400 年も続きますように。

▲彦根城初のカラーライトアップ「赤鬼」
　（2006 年）


